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　大阪21世紀協会は、大学などの研究機関と連
携し、知的成果を社会に活用する“社学連携事
業”に取り組んでいます。平成22年度はNPO法
人関西社会人大学院連合と連携し、「インテリジ
ェントアレー専門セミナー・都市文化論 ～文化
によるまちおこし活動の理論と実践～」を企画・
運営。今年1～3月の間、キャンパスポート大阪
（大阪駅前第2ビル）で全6講座を開講し、都市の
活性化につながる文化創造のあり方などについ
て、さまざまな視点で検討しています。各講座の
テーマと講師は次の通り。(1)欧米諸国の文化政
策から学べること／河島伸子（同志社大学経済
学部教授）、(2)文化が地域をつくる－サントリー

地域文化賞受賞者の活動事例から／小島多恵子（サントリー文化財団主任研究員）、(3)
都市文化政策と地域ブランディング－当事者の役割／初谷 勇（大阪商業大学大学院地
域政策学研究科教授）、(4)市民による公共空間のマネジメントについて／山崎 亮（（株）
studio－L代表取締役）、(5)「経済」と「文化」の戦略的協働による地域活性化／藤原 明
（りそな総合研究所プロジェクト・フェロー）、(6)大阪の町人文化に学ぶ：懐徳堂や心
学の精神とまちおこし／堀井良殷（大阪21世紀協会理事長）
※(1)～(5)は実施済、(6)は3月24日（木）に実施します。

大阪21世紀協会提供　インテリジェントアレー専門セミナー
「都市文化論 ～文化によるまちおこし活動の理論と実践～」

大阪文化祭賞受賞者による特別公演と交流会  
アート・アセンブリー（第1弾）開催

　関西・大阪を中心に活躍するアーティストを、大阪21世紀協会賛助会
員の皆様などにご紹介し、アーティスト支援の輪を広げることを目的と
した「アート・アセンブリー（大阪21世紀協会主催）」。その第１弾を、（社）
クラブ関西（大阪市・北区）の全面的な協力により開催しました。当日は
50名の参加者に対し、平成22年度大阪文化祭賞を受賞した箏演奏家の片
岡リサさんとア・カペラ混声合唱団のザ・タロー・シンガーズによるサ

ロン形式の特別公演と
交流会が行われ、文化に
浸るひとときをお楽し
みいただきました。この
催しは「“21世紀の懐徳
堂”プロジェクト」のひ
とつでもあり、大阪市、
大阪大学、ナカノシマ大
学の後援も得て実施さ
れました。　　

　「21cafe」は、大阪でさまざまな文化活動に携る
方々を招き情報交換することにより、新しいアイデ
アやコラボレーションのきっかけを考え、作り出し
ていく集いです。平成22年度は、大阪ミナミ地区で
重点的に開催。今回は、本年御鎮座1,800年を迎える
住吉大社にスポットを当て、第1回目の住吉大社・吉
祥殿（平成22年7月）に続き、第2回目として「住吉大
社1,800年の歴史と美術 特別展」を開催中の大阪市
立美術館で開催しました。当日は30名余りの方々に
参加いただき、「住吉大社の魅力 再発見」と題して同
大社・小出英詞権禰宜が講演。続いて大阪市立美術
館学芸員による特別展の見どころ解説の後、交流会
と展示鑑賞を行いました。今後も、大阪ミナミに関
するテーマも織り混ぜ開催します。

交流サロン・21cafe（第21回）開催
ゲスト：小出英詞（住吉大社権禰宜）　

　大阪21世紀協会では、琵琶湖・淀川水系の自然と文化をテーマ
にした動画コンテンツ『水の街道』をケーブルテレビのK-CATと共
同で制作。今年2月から、当協会ホームページで紹介しています。
動画映像は計5本の内容で、順次番組を変えて配信します。番組内
容は次の通り。(1)自然との共生「川端」（高島市針江地区の「川端」
や畑地区の「棚田」を紹介）、(2)山と海をつなぐ使者「幻の魚」（琵琶
湖・淀川水系固有の生物を紹介）、(3)銘酒を育む「名水」（淀川水系
の名水を使った酒づくりを紹介）、(4)雅楽を支える「鵜殿のヨシ」
（雅楽・篳篥＜ひちりき＞に使われる鵜殿のヨシ原について紹介）、
(5)世界との玄関口「淀川河口」（江戸末期に世界との窓口だった八
軒家浜や川口居留地を紹介）。

ホームページで動画映像を配信中！
『水の街道～琵琶湖・淀川水系文化圏』

小出英詞氏

ザ・タロー・シンガーズ

実施風景

第1回放送

第2回放送

片岡リサ

平成22年11月29日／社団法人クラブ関西

平成22年11月20日／大阪市立美術館


